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１．組織の概要  

（１）名称及び代表者名     丸福工業株式会社     代表取締役  板東 仁成 

（２）所在地 

・本社           香川県丸亀市飯山町東坂元３１５０番地９ 

・中間処理場（破砕工場）  香川県丸亀市飯山町東坂元３１５０番地９ 

・中間処理場（焼却炉）   香川県坂出市府中町額谷３３０７番３、１５ 

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先 

・環境管理責任者  工場長 

（ＴＥＬ：０８７７－９８－６３８５）  

 

（４）事業内容 

    ・産業廃棄物収集運搬業 

・産業廃棄物中間処理業 

・特別管理産業廃棄物収集運搬業 

・特別管理産業廃棄物中間処理業 

・一般廃棄物中間処理業 

・木質チップの製造 

 

（５）事業規模 

      ・設立年月日 平成 ５年 ４月 1１日 

・資本金    10 百万円 

・売上額   261 百万円（令和 4 年度） 

・従業員数  20 名 

・延床面積  10,250 ㎡ 

・処理実績 

産業廃棄物中間処理実績 

 ２０１９年度 ２０２０年度 2021 年度 2022 年度 

木くず（破砕） 12,233ｔ 10,640ｔ 10,930ｔ 8,392ｔ 

木くず（焼却） 1,359ｔ 1,302ｔ 1,355ｔ 1,115ｔ 

紙くず（焼却） 452ｔ 235ｔ 304ｔ 215ｔ 

繊維くず（焼却） 123ｔ 107ｔ 383ｔ 492ｔ 

廃プラスチック類（焼却） 1,418ｔ 1,623ｔ 1,472ｔ 1,376ｔ 

感染性産業廃棄物（焼却） 255ｔ 238ｔ 273ｔ 360ｔ 

廃油（焼却） 0ｔ 1ｔ ０ｔ ０ｔ 

合計 15,840ｔ 14,146ｔ 14,717ｔ 11,950ｔ 

 

一般廃棄物中間処理実績 

 ２０１９年度 ２０２０年度 2021 年度 2022 年度 

木くず（破砕） 1,914ｔ 1,870ｔ 1,816ｔ 1,539ｔ 

木くず（焼却） 51ｔ 382ｔ 417ｔ 553ｔ 

繊維くず（焼却） 328ｔ 48ｔ 13ｔ 11ｔ 

廃プラスチック類（焼却） 0ｔ 5ｔ 13ｔ 14ｔ 

合計 2,293ｔ 2,305ｔ 2,259ｔ 2,117ｔ 
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収集運搬業 

 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

感染性産業廃棄物 13ｔ 27ｔ 34ｔ 45ｔ 

産業廃棄物 106ｔ 105ｔ 109ｔ 119ｔ 

木質チップの製造量 

 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

木質チップ製造量 14,147ｔ 12,510ｔ 12,746ｔ 9,931ｔ 

 

 

（６）産業廃棄物管理票の交付件数 

   ・燃え殻、ばいじん（管理型最終処分場）       141 件 

   ・廃プラスチック類（安定型最終処分場）        47 件 

 

（7）事業年度 ４月～3 月 

 

２．認証・登録の対象範囲 

 

（１） 認証・登録の対象範囲（全組織、全活動） 

丸福工業株式会社 本社・中間処理場（破砕工場）、中間処理場（焼却炉） 

 

■許可の内容 

  【香川県 産業廃棄物収集運搬業】 

    ・許可番号      第 03705001663 号 

    ・許可年月日     令和 ２年１０月７日 

    ・許可の有効期限 令和 ７年９月１７日 

    ・事業の範囲     ①汚泥②廃油③廃プラスチック類④紙くず⑤木くず⑥繊維くず 

          （ただし、③にあっては、自動車等破砕物を除く） 

 

 【香川県 特別管理産業廃棄物収集運搬業】 

    ・許可番号      第 03755001663 号 

    ・許可年月日     令和 ２年１０月７日 

    ・許可の有効期限 令和 ７年９月１７日 

    ・事業の範囲     感染性産業廃棄物 

 

 【香川県 産業廃棄物処分業】 

    ・許可番号      第 03725001663 号  

    ・許可年月日     令和 5 年 10 月 17 日 

    ・許可の有効期限 令和 10 年 ２月 3 日 

    ・事業の範囲     中間処理業（焼却処分、破砕処分） 

１） 焼却処分（最大３０ ｔ/日）①汚泥②廃油③廃酸④廃アルカリ⑤廃プラスチック類➅紙くず⑦木く

ず⑧繊維くず⑨動植物性残さ⑩動物系固形不要物⑪ゴムくず⑫金属くず⑬ガラスくず、コンクリー

トくず及び陶磁器くず⑭ばいじん⑮産業廃棄物を処分するために処理したもの（ただし、⑮にあっ

ては廃肉骨粉に限る） 

２） 破砕処分（最大８０ ｔ/日）①廃プラスチック類②木くず③繊維くず 

④金属くず（ただし、③にあっては廃畳に限り、①及び④にあっては廃畳に付随する物に限る） 
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 【香川県 特別管理産業廃棄物処分業】 

    ・許可番号      第 03775001663 号  

    ・許可年月日     令和元年９月１９日 

    ・許可の有効期限 令和６年５月２５日 

    ・事業の範囲     中間処理業（焼却処分に限る。） 

焼却処分（最大３０ ｔ/日）①感染性産業廃棄物 

 

【丸亀市 一般廃棄物処分業】 

    ・許可番号      第 ２１号  

    ・許可年月日     令和 ４年４月 １日 

    ・許可の有効期限 令和 ６年３月３１日 

    ・事業の範囲     事業系一般廃棄物（木製品の破砕処理） 

  ・処理を行う区域 丸亀市内 

 

【坂出市 一般廃棄物処分業】 

    ・許可番号      第 ２６号  

    ・許可年月日     令和 ４年８月１５日 

    ・許可の有効期限 令和 ６年８月１４日 

    ・事業の範囲     廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず 

  ・処分方法    中間処理 

【古物商許可証】 

  ・許可番号      第 ８１１０９００００７８２号（香川県公安委員会）  

    ・許可年月日     平成１７年４月２０日 

 

■施設の概要 

【破砕工場】 

 ・設置場所    香川県丸亀市東坂元３１５０番地９ 

  ・種類、処理能力 木くず破砕施設一基、８０ｔ／日（８時間） 

  ・設置年月日   １９９３年１月１０日 

 

【焼却炉】 

 ・設置場所    香川県坂出市字額谷３３０７番３、３３０７番１５ 

  ・種類、処理能力 産業廃棄物の焼却施設一基、３０ｔ／日（２４時間） 

  ・設置年月日   ２０１４年５月２６日 

 

【収集運搬車両】 

 ・１．８ｔ ドライバン １台 （2015 年  9 月 18 日届出） 

 ・０．３ｔ 軽バン   １台 （2023 年 12 月 14 日届出） 
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３．工場フローシート 

 

 

 

工場フローシート 

木くず       廃畳 

 
                        手選別 鉄片異物  

 

                                 切断機  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投入コンベア 

ＳＰ２００型シュレツダー 

磁選機 鉄片 

ＶＲ２０４２Ｃ型 

ロータリースクリーン 

磁選機 

金属探知機 金属くず 

ダスト 

ダスト 
ヤード 

チップ 
ヤードＡ 

チップ 
ヤードＢ 

燃えがら 

再 生 資 源 再 生 資 源 管理型最終処分場 

重  機 

焼却施設 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

繊維くず 

金属くず 

紙くず、木くず、繊維くず、廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯｸ類、廃油、汚泥、動植物性

残さ、動物性固形不要物、ゴムく

ず、金属くず、ガラスくず､     

コンクリートくず及び陶磁器く

ず、廃 酸、廃アルカリ、ばいじ

ん、産業廃棄物を処分するために

処理したもの（廃肉骨粉に限る） 

感染性産業廃棄物 

ばいじん 
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４．環境経営方針  

 

（１） 基本理念  

    丸福工業株式会社は廃棄物処理事業及び再資源化事業を通じて、廃棄物のリサイクル化、減量化を推進す

る事で、環境負荷の低減と環境経営の継続的改善を実践し、循環型社会構築に積極的に取り組みます。 

 

（２） 行動指針 

 具体的に次の項目に取り組みます。 

① 受託廃棄物の分別を十分行い、リサイクル率を向上させ、焼却量を削減する事により、二酸化炭素発生を

抑制します。 

②廃棄物排出量の削減に努めます。 

③電気、燃料、水の使用量削減に努めます。 

④廃棄物の適正処理に努めます。 

⑤労働災害を防止し、廃棄物処理に支障をきたさないようにします。 

 

 環境関連法規・条例・規則を遵守し、環境に配慮した工場運営を行います。 

 環境経営方針は、全ての従業員に周知し、環境経営レポートを広く一般に公開します。  

 

 

制定日：２０１７年８月１日 

改定日：２０２２年５月２０日 

丸福工業株式会社  代表取締役    
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５．環境管理組織体制  

（１）対象範囲 

    

 

（２）職務分担表  役職・役割・責任・権限 

役 職 役割・責任・権限 

代表取締役 

・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備 

・環境管理責任者を任命 

・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知 

・環境目標、環境経営計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認 

・環境経営レポートを確認し、承認 

・環境関連法規等取りまとめ表の承認 

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成 

・全従業員に対する教育・訓練の実施 

・環境目標、環境経営計画書を作成 

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告 

・環境経営レポートの作成 

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

担
当
者 

総務 

・環境管理責任者の補佐 

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

・環境活動の実績集計 

収集運搬業務 ・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

処理業務 

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成 

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加 

 

 

代表取締役

社　長

環境管理責任者

工場長

総務

担当者

収集運搬業務

処分業務係長（兼務）

処分業務

係長・主任
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６．環境経営目標  

 

（１）中長期目標（2022 年度～2024 年度） 

（ ）内は売上百万円当たりの原単位 

目的 単位 

目   標 

＊基準年＊ 

2021 年度 

（実績） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

二酸化炭素の削減 ＊1 
kg-

CO2 

770,313 

(2,356) 

762,610 

(2,332) 

754,907 

(2,309) 

747,204 

(2,285) 

・電気使用量削減 kWh 
1,188,515 

(3,635) 

1,176,630 

(3,599) 

1,164,864 

(3,563) 

1,153,215 

(3,527) 

・灯油使用量削減 L 
3,212 

(9.8) 

3,180 

(9.7) 

3,148 

(9.6) 

3,117 

(9.5) 

・軽油使用量削減 L 
96,734 

(296) 

95,767 

(293) 

94,809 

(290) 

93,861 

(287) 

廃棄物排出量削減 kg 
161 

(0.49) 

159 

(0.49) 

158 

(0.48) 

156 

(0.48) 

水総使用量削減 m3 
22,891 

(70.0) 

22,662 

(69.3) 

22,435 

(68.6) 

22,211 

(67.9) 

組織本来の取組  ＊3-1 ％ 76.8 77.6 78.3 79.1 

組織本来の取組  ＊3-2 ％ 7.45 7.52 7.60 7.66 

組織本来の取組  ＊3-3 ｔ 
1,518 

(4.64) 

1,503 

(4.59) 

1,488 

(4.55) 

1,473 

(4.50) 

                         1%向上     1%向上    1%向上    

 

＊１  電力のＣＯ2 発生量については、レジル(株)発表 2021 年度発表の調整後排出係数 

0.485（kg－CO2／kWh）を使用しております。 

 

＊２  ＰＲＴＲ対象化学物質の使用はありません。 

 

＊３－１受入廃棄物の分別徹底等により、再資源化の割合（再資源化重量／中間処理量×100％）を向上します。 

 

＊３－２再資源化に於いては、非燃料用途の割合（原料ﾁｯﾌﾟ・堆肥ﾀﾞｽﾄ他／再資源化量×100％）を向上します。 

 

＊３－３きめ細かい燃焼管理で燃え殻、飛灰の排出量削減（産業廃棄物の削減）に努めます。 
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７．環境経営計画 

 

  ●期間：2022 年 4 月～2023 年 3 月  

活動項目 
目標 

（基準年対比） 
具体的実施項目 責任者 

二酸化炭素 

電気使用量削減 1％削減 

➀時間当たりの処理量の向上 工場長 

②冷却設備稼働時間の見直し 係長 

③休憩時、不在時の消灯 工場長 

灯油使用量 削減 1％削減 ①焼却炉の円滑な立ち上げ 係長 

軽油使用量削減 1％削減 

①重機アイドリングストップの徹底 主任 

②重機動線の適正化 工場長 

③収集運搬時エコドライブ、アイドリング停止 係長 

廃棄物 廃棄物削減 1％削減 

➀分別の徹底 

担当者 ②コピ－用紙の裏紙活用推進 

③新聞紙の有効利用 

水使用量 節水 1％削減 

①焼却炉冷却水パ－ジ間隔の最適化 係長 

②節水コマの取り付け 係長 

③節水シ－ル掲示 担当者 

組織本来の

取組 
環境配慮した処理 

3-1  1%向上 ➀分別の徹底による再資源化の割合向上 
工場長 

3-2  1%ｕｐ ②再資源化に於いては、非燃料用途の割合向上 

3-3  1％削減 ③きめ細かい燃焼管理による焼却残渣の低減 係長 
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８．環境経営目標の実績  

 

（１）２０２２年度（２０２２年 4 月～２０２３年３月）の実績  

                        原単位：売上百万円当たりの原単位 

  ○･･･目標値・原単位共に達成、△･･･目標値・原単位どちらか達成、×･･･目標値・原単位共に未達成 

目的 単位 
＊基準年＊ 

2021 年度 

2022 年度 

（目標） 

2022 年度 

（実績） 

達成率 

（目標／実績：％） 

評価 

二酸化炭素の削減 ＊1 

発生量（kg-CO2） 770,313 762,610 659,838 116 

△ 
原単位 (2,356) (2,332) (2,528) (92) 

・電気使用量削減 
使用量（kWh） 1,188,515 1,176,630 968,581 121 

△ 
原単位 3,635 3,599 3,711 97 

・灯油使用量削減 
使用量（Ｌ） 3,212 3,180 3,240 98 

× 
原単位 9.8 9.7 12.4 78 

・軽油使用量削減 
使用量（Ｌ） 96,734 95,767 68,757 139 

○ 
原単位 296 293 263 111 

一般廃棄物排出量削減 
使用量（Kg） 161 159 161 99 

× 
原単位 0.49 0.49 0.62 79 

水総使用量削減 
使用量（ｍ３） 22,891 22,662 17,372 130 

○ 
原単位 70.0 69.3 66.6 104 

組織本来の取組 ＊3-1 比率（％） 76.8 77.6 76.7 101 × 

組織本来の取組 ＊3-2 比率（％） 7.45 7.52 13.09 57 ○ 

組織本来の取組 ＊3-3 
発生量（ｔ） 1,518 1,503 1,118 134 

○ 
原単位 4.64 4.59 4.28 107 

＊１    電力のＣＯ2 発生量については、レジル(株)発表 2021 年度発表の調整後排出係数 0.485（kg－CO2／kWh）を使用しております。 

＊２    ＰＲＴＲ対象化学物質の使用はありません。 

＊３－１  受入廃棄物の分別徹底等により、再資源化の割合（再資源化重量／中間処理量×100％）を向上します。 

＊３－２  再資源化に於いては、非燃料用途の割合（原料ﾁｯﾌﾟ・堆肥ﾀﾞｽﾄ他／再資源化量×100％）を向上します。 

＊３－３  きめ細かい燃焼管理で燃え殻、ばいじんの排出量削減（産業廃棄物の削減）に努めます。 

 

（２）コメント 

二酸化炭素の削減 
ＣＯ２の削減目標を達成出来た。主な要因は電気使用量の削減と重機燃料の経由の削減が寄与したことによる。一方、焼却炉の

耐火物補修後の乾燥焚きで灯油の使用料が増加した。売上額の落込みで売上当たりの原単位目標は未達となった。 

電気使用量の削減 
電気使用量の削減目標は達成出来たが、売上当たりの原単位目標は若干の未達となった。更に削減努力を行うと共に、売上の向

上し、焼却炉の連続稼働日数を延ばす必要がある。 

灯油使用量の削減 

焼却炉の立ち上げ時に使用する灯油の削減をすべく活動を行い目標は達成出来た。しかしながら、焼却炉の経年劣化に伴う耐火

物の補修頻度が増加し、補修後の乾燥炊きに使用する灯油が増加し、灯油使用量削減の目標が達成出来なかった。焼却炉の経年

劣化対応を継続しながら、灯油使用の削減努力を継続する。 

軽油使用量の削減 
アイドリングストップ活動に加えて、大型重機を４台の効率的な運用を行い削減目標を達成出来た。 

一般廃棄物排出量の削減 
小口の請求会社の増加に伴い請求書等の作成数が増加し、用紙の使用量が増加した。新聞紙については全量、焼却炉の立ち上げ

時の助燃材として活用することにしたが、廃棄物の排出量の総量は若干増加した。今後は、ペーパーレス化を検討する。 

水総使用量の削減 
水総使用量の削減目標、売上当たりの原単位目標共に達成出来た。この要因は、焼却炉の稼働率と操業の安定化が寄与したもの

である。 
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組織本来の取組 

3-1 受入廃棄物の分別を推進したが、受入物の種類の変化（木くずの減少）により再資源化率が低下した。 

3-2 受入廃棄物の木くずの総量は減少したものの、受入物の仕分けを行うことで非燃料用途向けの出荷比率を増やすことで目

標を達成出来た。 

3-3 燃え殻とばいじん排出量の削減目標、売上当たりの原単位目標共に達成出来た。この要因として、塩ビ等の焼却困難物を

選別したことにより、燃え殻とばいじんの排出量の削減に寄与してものであり今後も継続する。 

９．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

○取組期間：２０２２年４月～２０２３年３月     〇：計画通り実施 △：一部未達 ×：出来ていない 

項 目 目標 具体的実施項目 責任者 
4-6 月 

(1Q) 

7-9 月 

(2Q) 

10-12 月 

(3Q) 

1-3 月 

(4Q) 

通期 

評価 

二酸化炭

素 

電気使用

量削減 
１％削減 

➀時間当たりの処理量の向上 工場長 ○ ○ ○ 〇 〇 

②冷却設備稼働時間の見直し 係長 ○ ○ ○ 〇 〇 

③休憩時、不在時の消灯 工場長 ○ ○ ○ 〇 〇 

灯油使用

量削減 
１％削減 ➀却炉の円滑な立ち上げ 係長 × ○ × 〇 △ 

軽油使用

量削減 
１％削減 

➀重機アイドリングストップの徹底 主任 ○ ○ ○ 〇 〇 

②重機動線の適正化 工場長 × × ○ 〇 △ 

③収集運搬時ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ,ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ停止 係長 ○ ○ ○ 〇 〇 

廃棄物 
一般廃棄

物削減 
１％削減 

➀分別の徹底 

担当者 

○ ○ ○ 〇 〇 

②コピ－用紙の裏紙活用推進 × × × × × 

③新聞紙の有効利用 ○ ○ ○ 〇 〇 

水使用量 節水 １％削減 

➀焼却炉冷却水パ－ジ間隔の最適化 係長 ○ ○ ○ 〇 〇 

②節水コマの取り付け 係長 ○ ○ ○ 〇 〇 

③節水シ－ル掲示 担当者 ○ ○ ○ 〇 〇 

組織本来

の取組 

環境配慮

した処理 
１％削減 

➀分別の徹底による再資源化の割合向上 

工場長 

○ × ○ 〇 △ 

②再資源化に於いては、非燃料用途の割合向上 ○ ○ ○ 〇 〇 

③きめ細かい燃焼管理による焼却残渣低減 係長 × × ○ 〇 △ 

○評価に対するコメントと次年度の取組内容 

目的 評価に対するコメント 次年度の取組内容 

二酸化

炭素 

電気使用量は、①焼却炉の立ち上げ・立ち下げロスを削減し、安定運転が出来た。

②長期停止時の冷却設備の停止を実践出来た。③不在時の消灯を継続出来た。 

更に連続運転日数を延ばし、焼却炉の立ち上げ・立ち下げロ

スを削減する。 

灯油使用量は、立ち上げ時の使用量の削減は継続出来たが、炉修後の乾燥炊きによ

る増加があった。 

立ち上げ時の灯油使用量の削減活動は継続し、炉修の頻度を

減らす方策を検討する。 

軽油使用量は、重機のアイドリングストップと効率へ来な稼働を行うことで削減努

力を行い、年間目標も達成することが出来た。今後もこの状態を維持する。 

重機のコンデション（燃費）の維持管理を継続し、アイドリ

ングストップ活動を推進する。 

廃棄物 
分別の徹底、裏紙の活用は継続しているが、小口の請求会社が増えたことでコピー

用紙の削減が出来なかった。 

今後は、ペーパーレス化等を推進することで、廃棄物の削減

活動を継続する。 

水使用

量 

➀②③共に、2020 年の活動を継続して実施した。焼却炉の効率的な稼働により、

削減目標を達成している。 

高操業下でも、売上額原単位が目標値以下にすることを目標

に活動を継続する。 

組織本

来の取

組 

リサイクル用の木くずを再資源化出来た。焼却受入物についても分別を行い、リユ

ース、リサイクルを推進したが、リサイクル困難物の受入比率が高かった為、目標

を達成できない時期が発生した。 

継続的に再資源化率を向上させるために、受入物の分別と破

砕機の安定運転を継続する。 

受入廃棄物の木くずの質の変化と、木くずの仕分けにより、非燃料用途の再資源化

比率を増やすことが出来た。 

今後も木くずの分別を徹底し、非燃料用途の再資源化比率を

増やす活動を継続する。 

上期は焼却灰とばいじん発生が多かったが、細かい燃焼管理に加えて、焼却困難物

の分別を行い通期では削減目標を成出来た。 

焼却炉の操業条件の適正化と、焼却困難物の分別を徹底し

て、今後も焼却灰とばいじんの削減活動を継続する。 
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無  

 環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。また、関係当局によ

り違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。 

    最新版確認日・遵守確認日：２０2３年３月３１日 

環境関連法 適用される要求事項 遵守状況 

環境基本法 

・事業者は基本理念を定め、事業者の責務を明らかにする 

・事業活動に伴って発生するばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害

を防止し、自然環境を適正に保全する為に必要な処置を講ずる 

遵守 

廃棄物処理法 ・産業廃棄物処分業の許可 

・特別管理産業廃棄物処分業の許可 

・産業廃棄物収集運搬業の許可 

・特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可 

・産業廃棄物処理施設の設置許可 

・産業廃棄物処理施設設置者に係る一般廃棄物処理施設設置の特例届け出 

・産業廃棄物処理基準の遵守 

・特別管理産業廃棄物処理基準の遵守 

・一般廃棄物処理基準の遵守 

・産業廃棄物管理票、帳簿の管理 

・技術管理者の設置 

・維持管理基準の遵守 

・維持管理情報の公開 

遵守 

大気汚染防止法 ・排ガス排出基準の遵守 遵守 

ダイオキシン類対策特別措置法 ・ダイオキシン類測定結果報告書の提出 

・特定施設設置届出書の提出 
遵守 

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品（業務用エアコン及び重機エアコン）の簡易点検実施、

記録の保管 
遵守 

浄化槽法 ・保守点検・清掃の実施 

・定期検査の実施 
遵守 

騒音規制法 ・事業活動に伴って発生する騒音規制基準の遵守 遵守 

振動規制法 ・事業活動に伴って発生する振動規制基準の遵守 遵守 

悪臭防止法 ・事業活動に伴って発生する悪臭規制基準の遵守 遵守 

消防法 ・消防用設備の設置 

・消防用設備の点検と報告 
遵守 

危険物の規制に関する政令 ・少量危険物置き場の設置 遵守 

労働安全衛生法 ・労働安全衛生の推進 

・労働安全衛生推進者の選任 
遵守 

香川県環境基本条例 ・事業者の責務 

・廃棄物の適正処理 
遵守 

香川県産業廃棄物処理等指導要領 ・産業廃棄物処理実績報告 

・産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）運搬実績報告 

・産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）処分実績報告 

遵守 

坂出市公害防止条例 ・騒音に係る指定施設設置届出書 

・振動に係る指定施設設置届出書 
遵守 

丸亀市公害防止条例 ・事業活動に伴って生ずる騒音等及び廃棄物の処理について公害を防止す

るため、自己の責任と負担において必要な措置を講ずる 
遵守 
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1１．代表者による全体評価と見直し・指示の結果  

 

（１） 評価 

 

 令和４年度から新たに令和３年度を基準年にした環境経営活動に取組みました。 

 令和４年度は、「温室効果ガス排出量」「総エネルギー投入量」の削減目標は達成出来ましたが、基準年に対して

売上が減少したため、売上当たりの原単位目標は若干の未達になりました。今後ともエネルギーの削減努力を継

続して売上原単位目標の達成に努めます。「総水使用量」については削減目標、売上原単位目標共に達成出来まし

たので、この状態を維持・継続する様に致します。「廃棄物」は常に意識して削減活動を行い、新聞紙を焼却炉の

着火用の助燃材に活用する取り組み等を行って来ましたが、小口の顧客の増加に伴い書類が増加傾向にあり、コ

ピー用紙の可燃ごみについて削減が限界に達していると思われます。今後は、ペーパーレス化等に取組むことで

削減活動を継続致します。 

 当社の基本理念に掲げております「廃棄物のリサイクル化率の向上」については、リサイクル可能な木くずの入

荷量が減少したことで目標を達成することが出来ませんでしたが、今後も入荷物の仕分け選別を継続してリサイ

クル率の向上に努めます。リサイクル化に於いては入荷物の選別・仕分を適切に行い、「非燃料用途の比率向上」

の目標を達成出することが出来ました。今後も燃料チップ以外のリユース・リサイクル化を推進して行きます。焼

却設備においては、きめ細かい燃焼管理と、塩ビ等の焼却困難物の選別除去を行い焼却灰とばいじんの削減目標、

売上当たりの原単位目標、共に達成出来ました。今後も焼却困難物の選別除去活動を推進して行きます。 

 

（２） 代表者による全体の評価と見直し・指示の結果 

 

今年度の令和３年度を基準年とした活動の初年度の環境経営の評価結果において、全体的には環境負荷の低減

に寄与出来ていると判断致します。しかしながら、昨年度と同様に「温室効果ガス排出量」「総エネルギー投入量」

の売上当たりの原単位目標が未達となっており、改善が必要と思われます。今後は、「温室効果ガス排出量」「総エ

ネルギー投入量」の削減の取組だけでなく、売上を向上して原単位目標を達成する活動が必要と考えます。 

又、今後の環境経営方針については今期の方針の継続を指示します。実施体制については現体制を継続致しま

す。環境経営目標及び環境経営計画については、今年度の目標達成に至った要因を詳細に解析し、この状況を定着

させる活動を継続させます。また、今年度目標未達であった灯油使用量と廃棄物排出量の削減については、限界に

達している感は否めませんが、今後も削減努力を継続させます。更に、リサイクル率の向上については、受入廃棄

物の種類の変動による影響が大きいものの、選別・仕分の精度を向上して弊社の基本理念に即した環境経営活動

を推進していきます。 

 

令和５年５月１０日 

代表取締役  板東 仁成 


